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はじめに 

モビリティ・マネジメント教育とは 

モビリティ・マネジメントとは，一人ひとりの移動手段や社会全体の交
通流動を「人や社会，環境にやさしい」という観点から見直し，改善し
ていくために自発的な行動を取れるような人間を育成することを目指し
た教育活動です。 

「歩くまち・京都」とは 

京都市では，「歩くまち・京都」という 

キャッチフレーズのもと， 

「クルマ中心」ではなく， 

「人と公共交通優先のまちづくり」を 

推進しています。 



2 

上に人が立てるほどの大きな地図で，ガリバー旅行記の主人公の気分に。 

「歩くまち・京都」マップとは 
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「歩くまち・京都」マップを用いた授
業の目標 

地域の公共交通機関や道路網などに関する興
味・関心を喚起する。 

 

自らの行動を振り返り，地域の交通問題につ
いて考える。 

 

かしこいクルマの使い方について考え，交通
手段の選択を自分の問題として再認識する。 
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「歩くまち・京都」マップを用いた授
業の流れ 

 「歩くまち・京都」マップ上を歩き回りながら市内を眺めることで地域

の公共交通機関や道路網など身近なまちについで興味・関心を高揚させ

ます。 

 児童は主な観光地・施設に移動する際に利用する手段別（電車，バス，

クルマなど）に色ブロックを積み上げ，自らの行動を振り返るとともに，

地域の交通問題について考えます。 

 教員はパワーポイント等を用いて，クルマの良い点と悪い点について説

明し，児童にかしこいクルマの使い方について考えさせます。 

 次に行動プラン作成を通して，市内の目的地を移動する際にどのような

交通手段があるのかを知り，ＴＰＯにあわせて交通手段を学びます。 

 最後にもう一度「歩くまち・京都」マップ上に交通手段別の色ブロック

を積み上げることにより，授業で学んだことを踏まえて，交通手段を選

択するということを自分のこととして再認識する機会にします。 →詳細は8ページ以降を参照 
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「歩くまち・京都」マップ活用
の利点 

まちを俯瞰することで，空間把握が可能 

作業的活動が可能 

目的地別の交通手段分担率が見て取れる 
  交通手段別の色ブロックを積み上げ，マップ上に棒グラフができる 

情報の共有と比較が可能 
  ブロック積み上げ作業１回目と２回目の比較，居住地からの距離の比較など 

まちを歩いているような感覚で，体験的に授業を受けられる 
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「歩くまち・京都」マップ活用
例 

紹介した授業での活用方法の他，様々な「歩くまち・京都」

マップの使い方が想定できる。 

「歩くまち・京都」マップを上から吊るし，プロジェクター

で地図上に小学校・電車の絵や観光地の写真等を映写しなが

ら，地域の状況を説明 

マスキングテープや消せるカラーペンなどでのバス路線等の

書き込みやふせんでメモ貼りをしながら，地域の交通問題や

交通プランの発表が可能 



「歩くまち・京都」マップ 
（ガリバーマップ）を使った 

授業例 
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授業内容 

 児童が自由に地図の上を歩き回

りながら，人が多く集まる場所

を探し，発表します（発表した

場所にシールを貼る）。 

①「歩くまち・京都」マップを使った授業と座学 
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授業内容 

 児童は，人が多く集まる場所に

どのような交通手段で移動する

か考え，手段ごとに色分けした

ブロックを積み重なるようにお

いていきます。 

①「歩くまち・京都」マップを使った授業と座学 

②まちと交通(ブロック積み重ね1回目)

12

人が多く集まる場所に

交通手段別色ブ ロックを重ねる
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授業内容 

 何色のブロック（どの交通手

段）が多いか訪ねます。児童は，

なぜみんなクルマ（赤色ブロッ

ク）で移動するかなどを考えま

す。 

①「歩くまち・京都」マップを使った授業と座学 

13

ブロッ ク積み重ね作業

クルマで行く ！

何 ?

自転車か歩き
で行く ！

バスで行く ！

戸川公園には

何で行きますか？
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授業内容 

 「クルマは便利」と「クルマが

全てではない」の間で５つ程度

の段階を設け，児童に自分は１

～５のどこにあてはまるか，考

えさせます。 

①「歩くまち・京都」マップを使った授業と座学 

③葛藤体験

14

クルマは便利⇔クルマが全てでは ない

5段階で自分の立場を名前 マグネットで示す

クルマはどこに
でもいける !

でも、 排気ガス

でるし …。

クルマは
カッ コイイし 、
早い!!
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授業内容 

 パワーポイント等を用いて，

クルマに関するお金，健康，

環境に関する話をクイズ形式

等で学びます。 

①「歩くまち・京都」マップを使った授業と座学 

④座学クイズ

15

クルマの維持費 、 運動量の違い、

CO2排出量についてのク イズ
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授業内容 

 クイズで学んだことを踏まえて，

もう一度「クルマは便利」と

「クルマが全てではない」の間

の５段階で，どのあたりにいる

かを考えさせます。 

①「歩くまち・京都」マップを使った授業と座学 

⑤班での協議
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今日から自分たちにできる
かしこいクルマの使い方を考える
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授業内容 

 意見を変えた児童，変えなかった児童に理由を聞き講評します。 

 授業を踏まえ，今日からできることを班で話し合って，発表します。 

 今すぐできることとして，パワーポイントを用いて，「今すぐお家でで

きる『かしこいクルマの使い方』」を学びます。 

①「歩くまち・京都」マップを使った授業と座学 

⑥葛藤体験2回目の結果

17

•
•
再度、自分の立場を考え直す
１回目との比較と意見交換

車は環境によく ない !

クルマって
お金かかるのかぁ

荷物があるとなぁ …

家族で
車に乗りたい !
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授業内容 

 作成方法は大判の図面等を使用し，担任の先生から説明します。 

 小学校を起点に市内２箇所を移動するプラン（交通手段）を作成します。 

②行動プランの作成 
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授業内容 

 交通手段の偏りを防いだり，児

童にTPOにあわせた交通手段を

考えてもらうため，くじ引きを

行い，グループごとに移動の条

件を決めます（条件の例：おじ

いちゃん，おばあちゃんや小さ

な子どもも一緒に移動するな

ど）。 

②行動プランの作成 

20
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授業内容 

 個人（もしくは２人１組）で行動プランを作成したら，班で話し合いを

行い，各班で良いと思った案を選び発表します。 

②行動プランの作成 

⑧班での発表と⑨講評
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ガリバーマップをつかって

班ごとに代表の行動プ ランを発表
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授業内容 

 もう一度「歩くまち・京都」

マップを広げ，授業で学んだこ

とを踏まえて，もう一度，交通

手段を選びます。交通手段を選

択するということを自分のこと

として再認識する機会になりま

す。 

 最後に担任の先生から講評を行

います。 

②行動プランの作成 

⑩まちと交通(ブロック積み重ね2回目)
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• 2回目の交通手段別色ブ ロック積み重ね

•１回目との比較

•CO2，消費エネルギー，所要時間・金額のトレードオフに言及
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授業を終えて 

ブロックの積み重ねは
一番面白がっていた

場面

「 家の人に話した人！」
との問いに36人中33人
が挙手

いつもと違う教材で、
勉強したいという意欲が

感じられた目で見て比較するのは

子どもが好きなやり方

導入として
ブロックの作業が

つかみになる

小学校教員へのヒ アリ ング結果



・秦野市における新たな交通スリム化教育の取り組みについて 
  ～本町小学校における「歩くまち・京都」マップを用いた授業～ 
 

・「歩くまち・京都」マップを用いた秦野市MM教育 
  ～こころを動かす教材をめざして～ 

＜参考資料＞ 

※上記資料より写真，文章を引用 
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